
千 葉 県 警 察 職 員 の 身 分 証 明 書 の 取 扱 い に 関 す る 訓 令 の 制 定 及 び 廃 止 に つ い て  

平 成 10年 ３ 月 １ 日    

例 規 （ 警 ） 第 ６ 号    

警 察 本 部 長    

各 部 長 ・ 参 事 官 ・ 所 属 長     

見 出 し の こ と に つ い て は 、 警 察 手 帳 規 則 施 行 細 則 （ 昭 和 32年 本 部 訓 令 第 ６ 号 。 以 下 「 手 帳 細 則 」

と い う 。）の 改 正 に 伴 い 、千 葉 県 警 察 職 員 の 身 分 証 明 書 の 取 扱 い に 関 す る 訓 令（ 昭 和 42年 本 部 訓 令

第 ６ 号 。以 下「 旧 訓 令 」と い う 。）を 廃 止 し 、千 葉 県 警 察 職 員 の 身 分 証 明 書 の 取 扱 い に 関 す る 訓 令

（ 平 成 10年 本 部 訓 令 第 ６ 号 。以 下「 新 訓 令 」と い う 。）を 制 定 し 、平 成 10年 ３ 月 １ 日 か ら 施 行 す る

こ と と し た の で 、 下 記 事 項 に 留 意 し 運 用 上 誤 り の な い よ う に さ れ た い 。  

記  

１  要 旨  

手 帳 細 則 が 改 正 さ れ 、警 察 手 帳 の 携 帯 を 要 し な い 場 合 及 び 職 務 命 令 に よ り 携 帯 し な い 場 合 が 規

定 さ れ た 。こ れ に 伴 い 、警 察 官 が 警 察 手 帳 を 携 帯 し な い 場 合 に お け る 身 分 を 証 明 す る も の と し て

身 分 証 明 書 を 発 行 す る こ と と し た も の で あ る 。  

２  内 容  

身 分 証 明 書 は 、 一 般 職 員 及 び 県 本 部 に 勤 務 す る 警 察 官 に 対 し 本 部 長 が 交 付 す る 。  

３  運 用 上 の 留 意 事 項  

(１ ) 身 分 証 明 書 は 、 警 察 手 帳 の 取 扱 い に 準 じ 亡 失 等 の 事 故 防 止 に 努 め る こ と 。  

(２ ) 身 分 証 明 書 の 交 付 を 受 け た 警 察 官 が 、人 事 異 動 に よ り 身 分 証 明 書 交 付 対 象 外 の 所 属 に 異 動

し た と き は 、異 動 前 所 属 に お い て 責 任 を 持 っ て 回 収 し 、新 訓 令 第 ７ 条 に 規 定 す る 身 分 証 明 書 返

納 書 （ 別 記 第 ３ 号 様 式 ） に よ り 返 納 す る こ と 。  

４  発 行 手 続  

身 分 証 明 書 の 発 行 手 続 き は 、 次 の 要 領 に よ る も の と す る 。  

(１ ) 一 般 職 員 に つ い て は 、新 訓 令 第 ２ 条 の 規 定 に よ り 、千 葉 県 警 察 職 員 に 任 命 さ れ た と き 交 付

す る 。  

(２ ) 警 察 官 に つ い て は 、 所 属 長 の 申 請 に 基 づ き 必 要 と 認 め た と き に 交 付 す る 。  

(３ ) 所 属 長 は 、新 訓 令 第 ８ 条 に 規 定 す る 身 分 証 明 書 交 付 台 帳（ 別 記 第 ４ 号 様 式 ）に 必 要 事 項 を

記 入 し 、 写 真 を 添 え て 警 務 部 警 務 課 庶 務 係 に 対 し 申 請 す る こ と 。  


